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(57)【要約】

【課題】製糸工程及び撚糸工程における毛羽や断糸の発生が少なく、製糸及び撚糸工程通

過性が良好な極細アラミド繊維を提供すること。

【解決手段】単糸繊度が３．５～１０ｄｔｅｘであり、かつ総繊度が１０～１００ｄｔｅ

ｘであり、かつ油剤が０．３～５．０％付着しているアラミドマルチフィラメントからな

るアラミド繊維である。該アラミド繊維は、直紡法あるいは分繊により得られ、補強用糸

、カバリング糸の鞘糸や織編物に好適に用いられる。

【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 単 糸 繊 度 が ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 か つ 総 繊 度 が １ ０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、

か つ 油 剤 が ０ ． ３ ～ ５ ． ０ ％ 付 着 し て い る ア ラ ミ ド マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト で あ る こ と を 特 徴

と す る 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 。

【 請 求 項 ２ 】

　 単 糸 強 度 が １ ５ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の ア ラ ミ ド 繊 維 。

【 請 求 項 ３ 】

　 油 剤 が 、 ポ リ エ ー テ ル 及 び ／ 又 は ポ リ エ ス テ ル を 主 成 分 と す る 油 剤 で あ る 請 求 項 １ 又 は

２ 記 載 の 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 。

【 請 求 項 ４ 】

　 補 強 用 糸 あ る い は カ バ リ ン グ 糸 の 鞘 糸 に 用 い ら れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の

極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 を 鞘 糸 に 用 い た こ と を 特 徴 と す る

カ バ リ ン グ 糸 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 を 少 な く と も 経 糸 又 は 緯 糸 の 一 部

に 用 い て い る こ と を 特 徴 と す る 織 編 物 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、

単 糸 繊 度 が 太 く 毛 羽 や 断 糸 が 少 な い 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 細 繊 度 の 糸 条 を 効 率 的 に 生 産 す る 方 法 と し て 、 太 繊 度 の 多 条 繊 維 を 分 割 し て 細 繊 度

の 糸 条 を 得 る 「 分 繊 」 と 呼 ば れ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 分 繊 時 に 各 糸 条 に 分 け

て 取 り 出 そ う と し て も 、 高 強 度 か つ 高 弾 性 率 、 高 耐 熱 性 と い っ た 特 性 を 有 す る ア ラ ミ ド 繊

維 、 特 に パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 分 繊 時 に 毛 羽 や 断 糸 が 発 生 し 易 い た め 、 安 定 に 分 繊 す る

こ と が 難 し い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に は 、 分 繊 時 に お け る 毛 羽 の 発 生 が 無 く 強 度 低 下 が 生 じ な い ア ラ ミ

ド 繊 維 と し て 、 油 剤 を 付 着 さ せ 、 か つ 交 絡 数 を ５ ～ ６ ０ 個 ／ ｍ の 範 囲 に 限 定 し た 糸 条 が 提

案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 通 常 の ア ラ ミ ド 繊 維 よ り も 細 繊 度 （ 総 繊 度 ２ ２ ０ ｄ ｔ

ｅ ｘ ） の 糸 条 は 得 ら れ る も の の 、 本 発 明 が 目 指 し て い る 領 域 か ら 見 る と 満 足 で き る 細 繊 度

と は 言 え な い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 上 記 の 特 性 を 有 す る ア ラ ミ ド 繊 維 、 特 に パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 製 糸 工 程 及 び 撚

糸 工 程 で ガ イ ド や ロ ー ル か ら 摩 擦 抵 抗 を 受 け る こ と に よ っ て 、 毛 羽 や 断 糸 が 発 生 す る 問 題

点 を 有 し て お り 、 結 果 と し て 、 強 度 が 低 い ア ラ ミ ド 繊 維 が 製 造 さ れ る こ と と な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ １ １ ０ ４ ３ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 背 景 に 鑑 み 、 製 糸 工 程 及 び 撚 糸 工 程 に お け る 毛 羽 や 断 糸 の

発 生 が 少 な く 、 製 糸 及 び 撚 糸 工 程 通 過 性 が 良 好 な 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 を 提 供 す る こ と を 課 題
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と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 単 糸 繊 度 ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 単 糸 を 用 い て 総 繊 度 を 細 く す る こ と に よ り

、 上 記 課 題 を 効 率 的 に 解 決 で き る と の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 単 糸 繊 度 が ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 か つ 総 繊 度 が １ ０ ～ １

０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ り 、 か つ 油 剤 が ０ ． ３ ～ ５ ． ０ ％ 付 着 し て い る ア ラ ミ ド マ ル チ フ ィ ラ メ

ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 極 細 ア ラ ミ ド 繊 維 を 提 供 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 細 繊 度 の 極 細 繊 維 で あ り な が ら 単 糸 繊 度 が 大 き く 、 そ の た め

破 断 強 力 が 向 上 す る こ と に よ っ て 単 糸 切 れ が 抑 制 さ れ 、 効 率 よ く 生 産 す る こ と が で き る 。

ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト 数 が 少 な い こ と で 、 糸 条 と ガ イ ド や ロ ー ル と の 接 地 面 積 が 減 少 す る た

め 、 糸 条 が 受 け る 摩 擦 抵 抗 が 低 減 さ れ る こ と で 、 製 糸 工 程 及 び 撚 糸 工 程 に お け る 毛 羽 の 発

生 が 抑 制 さ れ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に お け る ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 又 は メ タ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 で あ る 。

パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 と し て は 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン テ レ フ タ ル ア ミ ド （ 東 レ ・ デ ュ ポ ン 社

製 「 ケ ブ ラ ー 」 、 テ イ ジ ン ア ラ ミ ド ・ ビ ー ・ ブ イ 社 製 「 ト ワ ロ ン 」 ） 、 コ ポ リ パ ラ フ ェ ニ

レ ン － ３ ， ４ ＇ － ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル テ レ フ タ ル ア ミ ド （ 帝 人 テ ク ノ プ ロ ダ ク ツ 社 製 「 テ

ク ノ ー ラ 」 ） 等 が あ る 。 メ タ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 と し て は 、 ポ リ メ タ フ ェ ニ レ ン イ ソ フ タ ル ア

ミ ド （ デ ュ ポ ン 社 製 「 ノ ー メ ッ ク ス 」 、 帝 人 テ ク ノ プ ロ ダ ク ツ 社 製 「 コ ー ネ ッ ク ス 」 等 が

あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に お け る ア ラ ミ ド 繊 維 と し て は 、 高 強 度 、 高 弾 性 率 、 耐 熱 性 に 優 れ る パ ラ 系 ア ラ

ミ ド 繊 維 が 好 ま し く 、 特 に 、 耐 切 創 性 に 優 れ る ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン テ レ フ タ ル ア ミ ド （ 以

下 、 「 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 」 と 称 す る 。 ） が 好 ま し い 。 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ は 、 テ レ フ タ ル 酸 と パ ラ フ ェ ニ レ ン

ジ ア ミ ン を 重 縮 合 し て 得 ら れ る 重 合 体 で あ り 、 少 量 の ジ カ ル ボ ン 酸 及 び ジ ア ミ ン を 共 重 合

し た も の も 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 に お け る 単 糸 繊 度 は 、 ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 好 ま し く は ４ ． ０

～ ８ ． ０ ｄ ｔ ｅ ｘ と す る の が 適 当 で あ る 。 単 糸 繊 度 が ３ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ 未 満 の 場 合 に は 、 単

糸 強 力 が 弱 く 、 特 に 油 剤 を 付 与 す る 以 前 の 工 程 中 に あ る ロ ー ル や ガ イ ド か ら 受 け る 摩 擦 抵

抗 に よ り 単 糸 切 れ を 引 き 起 こ し や す く な る の で 好 ま し く な い 。 一 方 、 単 糸 繊 度 が １ ０ ｄ ｔ

ｅ ｘ を 超 え る 場 合 に は 、 紡 出 時 の 脱 硫 酸 効 率 が 著 し く 低 下 す る た め 、 生 産 性 が 著 し く 低 下

す る 原 因 と な る の で 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 の 総 繊 度 は 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 範 囲 で あ り 、 好 ま し く は ２

０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 範 囲 で あ る 。 総 繊 度 が １ ０

未 満 の 場 合 に は 、 紡 糸 に お け る ポ リ マ ー 吐 出 量 が 過 剰 に 少 な く な り 安 定 し た 吐 出 状 態 を 保

つ こ と が 難 し く な る た め 、 ア ラ ミ ド 繊 維 を 安 定 に 生 産 す る こ と が 難 し く な る 。 一 方 、 総 繊

度 が １ ０ ０ を 超 え る 場 合 に は 、 ロ ー ル ・ ガ イ ド と の 接 触 面 積 が 増 大 し 摩 擦 係 数 が 高 く な る

こ と で 、 毛 羽 や 単 糸 切 れ を 起 こ し や す く な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ア ラ ミ ド 繊 維 を 構 成 す る フ ィ ラ メ ン ト 数 は ２ ～ ２ ８ 本 で あ る 。 例 え ば 、 ５ ｄ ｔ ｅ ｘ の 単

糸 を ２ ０ 本 程 度 束 ね る こ と に よ っ て 、 総 繊 度 が １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ と な る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 ア ラ ミ ド 繊 維 の 単 糸 の 引 張 強 度 は 、 １ ５ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ

り 好 ま し く は １ ８ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 、 特 に 好 ま し く は ２ １ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る 。

１ ５ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 あ れ ば 、 高 強 力 繊 維 と し て の 機 能 を 充 分 発 揮 で き る か ら で あ る 。

こ の 点 か ら は パ ラ 系 ア ラ ミ ド 繊 維 が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 を 得 る 方 法 に は ２ 通 り あ り 、 い ず れ の 方 法 を 適 用 し て も 良 い 。 第

１ は 、 所 望 の 紡 糸 口 金 か ら 紡 出 し た 単 糸 繊 度 ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 単 糸 を 、 総 繊 度 が １

０ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ に な る よ う 集 束 し 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 直 接 得 る 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 ２ は 、 所 望 の 紡 糸 口 金 か ら 紡 出 し た 単 糸 繊 度 ３ ． ５ ～ １ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 単 糸 を 適 宜 な 大

き さ の 繊 維 束 と し た マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 従 来 公 知 の 分 繊 機 に て 適 宜 分 割 し て 得 る 方 法 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 の 場 合 は 、 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ を 濃 硫 酸 に 溶 解 し た 濃 度 １ ８ ～ ２ ０ 重 量 ％ の 粘 調 な 溶

液 を 、 直 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． １ ｍ ｍ の 吐 出 孔 を 環 状 に 配 置 し た 口 金 か ら 、 せ ん 断 速 度 ２

５ ， ０ ０ ０ ～ ５ ０ ， ０ ０ ０ ｓ ｅ ｃ
－ １

で 吐 出 さ せ 、 わ ず か の 間 空 気 中 に 紡 出 後 、 水 中 へ 紡

糸 し 、 紡 糸 浴 中 で 凝 固 し た 繊 維 を 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 で 中 和 処 理 し た 後 、 １ ０ ０ ～ ３

０ ０ ℃ で ５ ～ １ ２ ０ 秒 間 、 熱 処 理 を 行 い 、 水 分 率 ２ ０ ％ 以 下 と す る こ と で 、 製 造 す る こ と

が で き る 。 紡 糸 工 程 通 過 時 の 張 力 を 常 に 高 張 力 に 保 つ こ と で 、 繊 維 の 交 絡 を 抑 制 し 、 容 易

か つ 安 定 的 に 分 繊 可 能 な ア ラ ミ ド 繊 維 を 製 造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 そ し て 、 熱 処 理 後 の 繊 維 は 、 一 旦 ボ ビ ン に 巻 き 上 げ ら れ た 後 、 ボ ビ ン か ら 巻 き 出 さ れ て

、 捲 縮 、 撚 糸 等 の 加 工 処 理 が 施 さ れ 加 工 糸 と な る 。 繊 維 の 捲 縮 処 理 、 撚 糸 処 理 は 従 来 公 知

の 方 法 で 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 に 対 す る 油 剤 の 付 与 は 、 紡 糸 工 程 中 、 １ 度 で も 複 数 回 に 分 け て 実 施 し て も

良 い 。 複 数 回 に 分 け て 行 う 場 合 は 、 有 効 成 分 量 が 低 い 油 剤 を 付 与 し た 後 、 有 効 成 分 量 が 高

い 油 剤 を 付 与 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 油 剤 の 付 着 量 は 、 水 分 量 を ０ ％ に 換 算 し た ア ラ ミ ド 繊 維 重 量 に 対 し て 、 ０ ． ３ ～ ５ ． ０

重 量 ％ が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ３ ． ０ 重 量 ％ が 適 当 で あ る 。 油 剤 付 着 量 が ０

． ３ 重 量 ％ 未 満 の 場 合 に は 、 油 剤 機 能 で あ る 制 電 性 、 平 滑 性 が 十 分 に 発 揮 さ れ な く な り 、

ロ ー ル ・ ガ イ ド と の 摩 擦 係 数 が 高 く な る こ と で 、 製 糸 工 程 及 び 加 工 工 程 で の 毛 羽 や 単 糸 切

れ 発 生 等 の 操 業 不 調 を 引 き 起 こ す た め 好 ま し く な い 。 一 方 、 油 剤 付 着 量 が ５ ． ０ 重 量 ％ を

超 え る 場 合 に は 、 繊 維 表 面 に 付 着 し た 余 剰 油 剤 が ロ ー ル ・ ガ イ ド と 接 触 し た 際 に 脱 落 し 、

製 糸 工 程 及 び 加 工 工 程 で の ス カ ム 増 加 に よ る 操 業 不 調 を 引 き 起 こ す た め 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 油 剤 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 平 滑 剤 、 制 電 剤 、 乳 化 剤 、 添 加 剤 等 を 混 合

分 散 さ せ た 従 来 公 知 の 油 剤 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 油 剤 の な か で も 、 ポ リ エ ー テ ル 及 び ／ 又 は ポ リ エ ス テ ル を 主 成 分 と す る 油 剤 が 、 平 滑 性

に 優 れ て お り 、 走 行 糸 条 が 接 触 す る 機 材 の 摩 耗 が 少 な く 、 毛 羽 や 糸 切 れ も 抑 制 さ れ る 点 で

好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ポ リ エ ー テ ル 及 び ポ リ エ ス テ ル は 、 従 来 公 知 の 化 合 物 を 用 い る こ と が で き る 。 具 体 的 な

化 合 物 と し て は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン オ キ サ イ ド と プ ロ ピ レ ン オ キ サ イ ド と の 共 重 合 体 、 エ

チ レ ン オ キ サ イ ド と プ ロ ピ レ ン オ キ サ イ ド と の 共 重 合 体 の 片 末 端 又 は 両 末 端 を 脂 肪 酸 で 封

鎖 し た 化 合 物 な ど の ポ リ エ ー テ ル ； 多 価 ア ル コ ー ル と 脂 肪 酸 と の エ ス テ ル 化 物 の ア ル キ レ

ン オ キ サ イ ド 付 加 物 、 そ の カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル な ど の ポ リ エ ス テ ル が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら
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の 主 成 分 に 、 ア ニ オ ン 界 面 活 性 剤 、 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 、 カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 、 鉱 物 油 等

を １ 種 又 は ２ 種 以 上 混 合 し た 油 剤 を 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ア ラ ミ ド 繊 維 に 付 着 し た 油 剤 量 は 、 ｎ － ヘ キ サ ン 等 の 有 機 溶 媒 で 油 剤 成 分 の み 抽 出 し 、

溶 媒 を 留 去 す る こ と に よ り 測 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 は 極 細 繊 維 で あ る た め 、 該 繊 維 を 織 編 物 の 素 材 と し て 或 い は カ バ

リ ン グ 糸 の 鞘 糸 と し て 用 い る こ と に よ り 、 軽 量 か つ 着 用 感 、 フ ィ ッ ト 性 に 優 れ た 衣 料 や ス

ポ ー ツ 着 を 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 高 密 度 で 製 織 す る こ と が 容 易 で あ る た め 、 防 弾

チ ョ ッ キ 、 作 業 用 手 袋 な ど の 防 護 衣 料 と し て 好 適 な 、 カ バ ー フ ァ ク タ ー が 大 き い 織 物 を 製

造 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 あ る い は 、 電 線 ケ ー ブ ル 、 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル 、 補 強 用 糸 と し て 用 い る こ と に よ り 、

従 来 よ り も 細 い 高 強 度 の ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に よ

り 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 実 施 例 １ ）

　 通 常 の 方 法 で 得 ら れ た Ｐ Ｐ Ｔ Ａ （ 分 子 量 約 ２ ０ ， ０ ０ ０ ） １ ｋ ｇ を ４ ｋ ｇ の 濃 硫 酸 に 溶

解 し 、 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ の ホ ー ル を ２ ５ 個 有 す る 口 金 か ら 剪 断 速 度 ３ ０ ， ０ ０ ０ ｓ ｅ ｃ
－ １

と な る よ う 吐 出 し 、 ４ ℃ の 水 中 に 紡 糸 し た 後 、 １ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 で １

０ ℃ × １ ５ 秒 の 条 件 で 中 和 処 理 し た 。 そ の 後 、 １ ５ ０ ℃ × １ ５ 秒 間 の 加 熱 処 理 を し た 後 、

ポ リ エ ー テ ル を 主 成 分 と す る 油 剤 を ２ ． ０ 重 量 ％ 付 与 し 、 巻 き 取 り 工 程 に て ボ ビ ン に 巻 き

取 り 、 水 分 率 １ ０ ％ の Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ 実 施 例 ２ ）

　 実 施 例 １ に お い て 、 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ の ホ ー ル を １ ２ 個 有 す る 口 金 を 用 い た 以 外 は 、 実 施

例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ 実 施 例 ３ ）

　 実 施 例 １ に お い て 、 紡 糸 以 降 巻 き 取 り 工 程 ま で で 糸 に か か る 張 力 を い ず れ の 工 程 に お い

て も １ ｇ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 の 張 力 を 保 っ た ま ま 処 理 を 行 う こ と で 得 た 総 繊 度 １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ

の Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 、 分 繊 機 に て ２ 分 割 分 繊 を 行 っ て 、 総 繊 度 ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維

を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 比 較 例 １ ）

　 実 施 例 １ に お い て 、 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ の ホ ー ル を ５ ０ 個 有 す る 口 金 を 用 い た 以 外 は 、 実 施

例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ 比 較 例 ２ ）

　 実 施 例 １ に お い て 、 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ の ホ ー ル を ２ ５ 個 有 す る 口 金 か ら 剪 断 速 度 ２ ０ ， ０

０ ０ ｓ ｅ ｃ
－ １

で 吐 出 し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、 Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ 比 較 例 ３ ）

　 実 施 例 １ に お い て 、 油 剤 の 付 与 量 を ０ ． ２ ％ と し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 で 、

Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

＜ ロ ー ル と フ ィ ラ メ ン ト 間 の 摩 擦 係 数 ＞
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　 得 ら れ た Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 に つ い て 、 セ ラ ミ ッ ク ロ ー ル 、 梨 地 表 面 金 属 ロ ー ル 、 鏡 面 金 属 ロ

ー ル と の 摩 擦 係 数 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

＜ 毛 羽 発 生 頻 度 ＞

　 得 ら れ た Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 に つ い て 、 撚 糸 加 工 を 行 っ た 際 の 毛 羽 発 生 頻 度 を 目 視 観 察 に よ り

評 価 し た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 実 施 例 及 び 比 較 例 で 得 た Ｐ Ｐ Ｔ Ａ 繊 維 の 物 性 、 な ら び に 、 単 糸 強 度 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ － １ ０

１ ３ 準 拠 ） の 測 定 結 果 、 摩 擦 係 数 及 び 毛 羽 発 生 の 有 無 の 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 単 糸 繊 度 が 大 き い の で 、 従 来 の ア ラ ミ ド 繊 維 に 比 べ て 単 糸 の

引 張 強 度 が 高 く 単 糸 切 れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、 フ ィ ラ メ ン ト 数 が 少 な い の で 、 撚

糸 工 程 等 に お け る ロ ー ル 素 材 と の 接 触 面 積 が 小 さ く 、 そ の 結 果 、 摩 擦 抵 抗 が 低 減 し 毛 羽 発

生 を 抑 制 す る こ と が で き た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 発 明 の ア ラ ミ ド 繊 維 は 、 毛 羽 の 無 い 極 細 繊 維 で あ る た め 、 新 規 な 特 性 を 付 与 す る 繊 維

と し て 各 種 用 途 に 有 用 で あ る 。
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